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凡例

•本書での文献表示の形式は、原則として日本社会学会の「社会学

評論スタイルガイド」 (http://www.kyy.saitama-u.ac.jp/―fukuoka/

JSRstyle.html) に従っている。

•本文中の〔 〕は、引用文中および学説や既存研究の紹介をおこ

なっている箇所において、〔 〕内が筆者の視点から挿入した補足

であることを意味する。

（例）公共圏という社会空間は、やがて物理的現前から離れて、

メデイアによって媒介された仮想的な空間へと拡張し「抽象

化」する。しかしこの抽象化・仮想化の後も、公共圏の社会

空間としての特性が失われることはない。〔たとえばパソコン通

信の電子会議室が「フォーラム」と呼ばれるように〕かつて公共圏の

物理的空間に与えられた「取り囲まれた空間をあらわす建築

的比喩」がしばしば用いられるという事実が、そのことを示

している。（本書第5章より）

・欧文文献からの引用に際して、邦訳のあるものは適宜参考にさせ

ていただいた。ただし文脈を考慮して訳したため、必ずしも邦訳に

従っていない場合がある。それぞれの訳者の方々にお礼を申し上げ

たい。
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